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二酸化炭素濃度の推移と最近の傾向
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１ はじめに

東京都環境科学研究所では、都市域における二酸化炭

素濃度の把握を目的に、1993 年から当研究所（江東区新

砂1-7-5）の屋上で二酸化炭素濃度の計測を続けている。

ここでは、1993 年以降の二酸化炭素濃度の推移と最近

の濃度傾向について報告する。

２ 測定方法

観測地点：当研究所屋上 地上 6 階(地上約 33m)

測定装置：都市型 CO2 計測装置（島津製 URA-207）

測定原理：非分散赤外吸収法

データ処理：自動測定による連続測定値を基に 1 時間値

を積算してデータ処理

３ 結果

(1) 二酸化炭素濃度の推移

二酸化炭素濃度の年度推移を図 1 に示した。年度によ

る増減はあるが、濃度は増加傾向にある。測定を開始し

た 1993年度当時は、年度平均濃度は 384ppmであったが、

昨年度（2007 年度）には年度平均濃度は 411ppm となっ

た。この 17 年の間に概ね 27ppm 上昇したことになる。

図 1 二酸化炭素濃度の推移

(2) 二酸化炭素濃度の月変化

2007 年度の二酸化炭素濃度の月変化を図 2 に示した。

図には月平均濃度のほかに最低値の月変化も示してある。

月変化は、夏期が低くて冬期が高くなる傾向であった。

最低値は春先も高い傾向を示した。

図 2 二酸化炭素濃度の月変化

(3) 二酸化炭素の排出量と環境濃度

当研究所屋上での二酸化炭素濃度の年度平均値を、都

内からの二酸化炭素の排出量（東京都の環境 2007）と比

較して図 3 に示した。都内における二酸化炭素の排出量

の増加傾向に比べて、実測された環境濃度のそれが若干

大きい傾向にあるが、2001 年度以降の調査年度に限れば、

環境濃度の推移と排出量の推移は比較的類似した傾向を

示した。

（東京都の環境 2007）

図 3 二酸化炭素の排出量(都内)と環境濃度の推移
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